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2026年 9月 17日 公開のネットアップデートの追加機能や変更箇所等については、以下の内容となります。 

 

平面図 

 

◆床面積計測に「共用部領域の入力」コマンドを追加 
 

床面積の計測に、「共用部領域の入力」コマンドを追加しました。 

共同住宅などの容積率を算定する場合、延べ面積から共用部（廊下や階段など）の不算入面積を除いた

面積を「容積対象面積」として扱います。 

 

「共用部領域の入力」コマンドでは、各階の「共用部の領域」を設定することで、その領域を不算入面積として

各階の床面積から除外し、除外後の各階の床面積の合計を「容積対象面積」として算定します。 

 

 

 

計測／床面積の [共用部領域の入力／

１階] を選択します。（１階の場合） 

 

共用部（廊下や階段など）の領域を入力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-MOSアップデート内容（2026/09/17公開） 

共用面積、容対面積を表記

する 

操作方法 

ここで算定した「容対面積（容積対象面積）」は、仕様書や法規チェックの容積率の算定に反映します。 

※「共用部領域」を入力していない場合は、求積表、面積表に共用面積、容対面積を表示しません。 

共用部領域の反映について 
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壁量計算 

 

◆壁量計算に [層間変形角の検討] 機能を追加 
 

[壁量の検討]に [層間変形角の検討] 機能を追加しました。 

層間変形角は「階高」、「必要壁量」および「存在壁量」を基に算定し、設定した目標値を満たしているかを判

定します。 

 

 「層間変形角の検討」の確認 
 

[柱.壁伏図]の右サイドメニューにある[層間変形角]ボタンをクリックすると、層間変形角の算定結果が確認で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[層間変形角の検討] の算定結果は、「出力」メニューから作成される「壁量計算書」／「壁量等確認図２」

ページに作成されます。 

 

※層間変形角の算定結果が不要な場合は、出力後に「ユニ CAD／図表編集／図表削除」コマンドを選択

し、算定結果を削除してください。 

 

 

 層間変形角の目標値の設定 
 

層間変形角の目標値については、「設定／壁量

計算条件設定」の [層間変形角の目標値設定] 

で設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/120以下 or 1/150以下を選択 

層間変形角の目標値を基に判定 
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ハウストラ 

 

◆「横架材のめり込みの検討」 表に柱ほぞの幅・高さの補足説明を追記 
 

鉛直荷重の検定／柱軸力による横架材のめり込みの検定 の表の下段に、柱ほぞの幅および高さを示す補

足説明を追記しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「小屋束の接合金物の登録」を追加 
 

「設定／接合金物の設定」に、[小屋束接合金物の

登録] を追加しました。 

 

 

 

 

 

[小屋束接合金物の登録]で登録した小屋束接合金物は、「鉛直荷重の検定／けらばの負の風圧に対する

母屋断面.母屋-小屋束.接合部の検定」で参照します。 

 

 

 

 

 

 

 

柱ほぞの幅および高さの補足説明を追記 

柱ほぞの幅・高さの補足説明について 

設定／計算用数値の設定／めり込みの検定方法の設定で、 [柱のほぞが横架材に接着するので柱面積

でめり込み計算をする。] にチェックを入れている場合、柱ほぞの幅および高さは表示されません。 

小屋束接合金物の登録 

[小屋束接合金物の登録] を参照  

鉛直荷重の検定／柱軸力による横架材のめり込みの検定 

負の風圧に対するけらば部分の母屋-小屋束接合部の引張耐力検定 
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ハウストラ・構造チェッカー 

 

◆躯体荷重分布図の荷重領域編集内容の保持に対応 
 

計算再処理／データ変更により再作成処理の [既

存データの中のより残すデータ] に [躯体荷重分布

図の編集] を追加しました。 

 

チェックをつけることで、再計算処理を実行しても、編

集した荷重領域が保持されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハウストラ・構造チェッカー・壁量計算 

 

◆[既存データの中より残すデータ] の選択状態の保持に対応 
 

「計算再処理／データ変更により再作成処理」で選

択する[既存データの中より残すデータ] チェックボック

スの ON／OFF状態を保持するようにしました。 

 

次回、「データ変更により再作成処理」を実行する際

に引き継がれます。 

 

 

 

 

 

 

 

選択状態を保持します。 

[躯体荷重分布図の編集] の ON/OFFの違いは？ 

ON ：躯体荷重分布図で追加・削除した荷重領域をそのまま保持されます。 

OFF ：躯体荷重分布図をすべて再作成しますが、追加した荷重領域についてはそのまま保持されます。 

 （従来と同じ動作） 
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Ｕ値η値計算 

 

◆計算に必要のない「外気に接しない部屋」の床面積を非表示 
 

面積／床面積 で、計算に使用しない

「外気に接しない部屋」の床面積を表示

しないようにしました。 

 

（外気に接しない部屋は、計算内容

や計算結果に影響はありません。) 

 

 

 

 

 

 

フォーマー 

 

◆建具表の連動枠に [個数] を追加 
 

建具表の連動枠に [個数] を追加しました。自動読み込み時に、建具の個数が出力されます。 

※自動読み込み時のみ対応しています。任意読み込み時には個数は出力されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ユーザー登録／建具表」を使用される場合は、[個数]連動枠を任意で設定する必要があります。 

「データ編集／内容編集」を選択し、個数欄をクリック後、建具表／個数（連動データ）に変更してください。 

※「マスター登録／建具表」については、ネットアプデ―ト実行後に、[個数]連動枠が追加されます。 

建具個数を自動で集計 

1 2 

3 4 

1 

2 

外気に接しない部屋を 

非表示 
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法規チェック 

 

◆シックハウス対策の換気グループ設定を [チェックリスト] へ反映する機能を追加 
 

[シックハウス対策] で設定した換気グループを、 [採光.排煙.換気] 

の [チェックリスト] へ反映できるようにしました。 

 

共同住宅などについて、住戸ごとの算定結果を整理した順序で出力

することが可能になります。 

 

●[換気グループ設定を反映] 

 →換気グループの設定内容を各計算の［チェックリスト］へ反映します。 

 

●[換気グループ反映を解除] 

 →[チェックリスト] へ反映した換気グループの設定を解除します。 

 

 

 例：チェックリスト／採光計算リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※[換気計算リスト] および [排煙計算リスト] にも反映します。 

 

 

 

 

 

 

換気グループ番号を反映することで、 

住戸順に整理して出力できます。 
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その他  

 

◆集合住宅用ユニットバス、トキワのクロス 「パインブル S」 壁仕様、天井仕様の追加 

 

集合住宅用ユニットバス        ／      6点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トキワ 壁仕様                 ／      6種 

トキワ 天井仕様              ／      6種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


